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は じ め に
本稿は，近代日本における農家の生活実態を明らかにすること，その場合，農家がどのような副業
に従事しながら生計を維持したのかについて究明することを目的とする。
筆者は，これまで岡山県内をフィールドとした地主経営について研究してきたが（１），小作農民の生
計に関しては，史料的な制約もあって必ずしも明らかにすることが出来なかった。農家の副業の実態
に迫ることでその一端を明らかにすることができると考え，当面，岡山県内務部調査による『岡山県
産業基本調査書』（２）によってその課題に迫りたい。この調査は，後述するように，１９２０年（大正９）
の，いわゆる戦後恐慌期を対象とし，従来の県統計より詳しい調査になっており，しかも初めて全県
下の副業調査が加わった統計である。
さて，農家副業に関する先行研究で注目すべき書物に，谷本雅之『日本における在来的経済発展と
織物業』（３）と斎藤修『賃金と労働と生活水準』（４）の２つがある。前者は，副題に「市場形成と家族経
済」とあるように，問屋制家内工業として展開される織物業の実態は，農家の副業や余業として展開
されたが，このことは「農家世帯内に発生する労働需要総体とそれに対する労働力分配のあり方を検
討することが必要となる」（p．６）として，明治以降になっても問屋制家内工業が広範囲に展開した織
物業は，当時の農家経済にとって最も適合的な生産様式であったことを明らかにしている。このこと
は，農家として把握される統計上の職業分類だけでは，農家経済の実態を反映していないことを示す
とともに，家族構成を含めた検討の必要性を明らかにしたものであった。
後者は，とくに江戸時代より行われてきた農間余業，農閑余業について， 家内副業として営まれ
る非農業生産活動－余稼，糸取，機織，縄ない，籠作りなど－，工芸作物の栽培と養蚕・畜産－五
１ 森元辰昭『近代日本における地主・農民経営』（御茶の水書房，２００７年）
２ 岡山県内務部『岡山県産業基本調査書（現況之部）』（１９２４年）
３ 谷本雅之『日本における在来的経済発展と織物業－市場形成と家族経済－』（名古屋大学出版会，１９９８年）なお，織
物業と中小地主の関係については，前掲『近代日本における地主・農民経営』序章第２節「中小地主研究とその分類」
の中で触れておいた。
４ 斎藤修『賃金と労働と生活水準』（岩波書店，１９９８年）
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穀の生産以外は余業といわれることが多かった－， 賃稼あるいは手間取，すなわち雇用労働－年季
奉公，手間稼，出稼，日用＝日傭取，農業之間の稼－，の３種類に分類し，これらの実態解明のため
には，農家の休日の研究が不可欠であるとし，町村是史料を用いた年間労働日の算出を試みて，示唆
に富んでいる。また，１９１１年（明治４４）に広島県において農家副業調査が行われ（５），１９１２年から「副
業の奨励」が農商務省の正式な施策となったとしている。
後述するように岡山県では，岡山県農会が１９０２年（明治３５）に「町村是調査」を行い，農家副業な
いしは農閑余業について調査し，さらに１９１５年（大正４）より副業講習会が開催され，以後，毎年の
ごとく副業調査およびその奨励が行われてきた（６）。
以上の先行研究の成果を参考にしながら，以下『岡山県産業基本調査書』の分析を行うが，その場
合，次の２点に留意したい。第１に岡山県の統計調査史上における位置について，第２に農家の労働
日数について町村是や農会調査などによって把握することである。
１．岡山県産業基本調査の策定
大正９年６月５日付「岡山県訓令第二十九号」で６条から成る「岡山県産業調査部規程」が定めら
れた。「将来計画策定」のため，岡山県内務部に産業調査部を設け，１名の調査部長（県内務部長），
副調査部長（岡山県勧業課長），２郡に１名あての郡市調査主任（郡市長，２０名），町村調査主任（町
村長）４０１名，調査員（県，郡，市，町村，各若干名）を置くこととした。
これに基づき，１９２０年１年間での調査に，合計６，２００人の調査委員が委嘱されて実施された。この
結果の報告書が『岡山県産業基本調査書（現況ノ部）』である。この件は，この年１２月の岡山県会で
も取り上げられ，調査組織についてだけ質疑が交わされている（７）。
「緒言」によれば，「欧州戦争終局ト共ニ県ハ戦後経営ノ一大要務トシテ大正九年以降三ケ年ヲ期
シ産業基本調査ヲ施行シ以テ根本的産業政策ヲ確立ス可ク」調査し，それを現況の部と将来計画の部
に分けて作成したという。その場合，一年間で「町村ノ調査ヲ遂ケ町村ノ計画ヲ樹立」し，郡に統
合，さらに県単位でまとめた。従って，本報告書は郡別の統計が掲載され，それぞれの項目に関する
判定が記されている。
本報告書は，農業ノ部，水産業ノ部，商工業ノ部，金融ノ部，副業ノ部，産業組合ノ部と６部に分
かれており，それぞれが以下の項目にわたって調査された。
農業ノ部：第１章農業組織，第２章農用動力及改良農具ノ普及状況，第３章肥料，第４章普通農
事，第５章園芸，第６章蚕業，第７章畜産，第８章林業，第９章耕地整理
水産業ノ部：第１章水産業組織，第２章漁労，第３章水産製造，第４章養殖，第５章共同施設
商工業ノ部：第１章工業，第２章電力
金融ノ部：第１章金融機関及貯金
５ 広島県編『広島県史』第２巻近現代史資料編（広島県，１９７５年）
６ 岡山県農会『岡山縣農会三十年史』（１９３０年）
７ 岡山県『岡山県会史』第四篇（１９３９年，p．６１９）
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副業ノ部：第１章副業ノ種類及其営業状態
産業組合ノ部：第１章一般事項，第２章信用事業，第３章購買事業，第４章販売事業，第５章利用
事業
２．産業基本調査の統計上の意義
近代における岡山県の統計は，明治７年から始まった物産調査（８）が明治１１年まで続けられ，次いで
明治１２年から「岡山県統計表」，明治１５年から「岡山県統計書」，大正９年から「岡山県統計年報」と
なって，以後これら全県統計が継続され，郡市別統計として公刊された（９）。また，明治４５年にはこれ
らとは別に各市町村別に「現勢調査簿」が作成され（１０），戦前期では昭和１６年まで継続された。
この岡山県統計書は，杉森滉一氏の指摘によれば，農業統計では「最大の特色は，農産物の収穫高
を示すことに重点をおき，農業の労働力や生産手段あるいは労働生産性や収益性といったものにふれ
ていないこと，つまり，いかなる作物がいかほどとれたかを示すだけで，どのような生産条件のもと
にどのようにしてつくられたかを示していないことにある。」工業統計に関しては，「明治３０年前後か
ら，部分的ではあるが生産条件や部門によっては生産性や生産形態の記載がすすむようになった。」
とされる。
これとは別に，岡山県農会の指導のもとに各市町村または郡で独自に作成されたものに「郡是」・
「市町村是」がある。これについては，すでに神立春樹氏によって詳細な研究がなされているが（１１），
岡山県では，現存する「村是」「郡是」は，山手村・玉川村・西高月村・都窪郡・苫田郡の５箇所に
過ぎない（１２）。
また，岡山県産業基本調査が行われた１９２０年（大正９）には，わが国最初の国勢調査が行われ，そ
のⅧに「本業者ノ職業（中分類）別副業人口」が調査された（１３）。
以上のような統計書のなかで，岡山県産業基本調査は，上記の６部にわたり，より詳細な項目にわ
８ 古島敏雄『資本制生産の発展と地主制』（御茶の水書房，１９６３年），森元辰昭「明治七年府県物産表の作成過程につい
て」（『岡山県史研究』第２号，１９８１年）を参照。
９ この『岡山県統計書』の統計学上の性格については，杉森滉一「成立期の岡山県統計書」（『岡山大学産業経営研究会
報告書』通号１９，１８８４年）で明らかにされている。
１０ 岡山県訓令第九号「岡山県郡市町村現勢調査簿ニ関スル規程」によって作成された。
１１ 神立春樹氏は「明治後期の岡山県一農村における農村民の生活事情－産業革命期の地域民衆生活の検討－」（『岡山大
学経済学会雑誌』第１７巻第１号，１９８５年）で岡山県赤磐郡西高月村の「村是」を用いた論考を発表以来，島根県八束郡
大庭村是，鳥取県日野郡石見村是，神奈川県都築郡中川村是などで明治３０年代から大正期にかけての農村民の生活事情
を明らかにしている。これらはのちに『近代岡山県地域の都市と農村』（御茶の水書房，１９９３年）および『明治期の庶
民生活の諸相』（同，１９９９年）に収録されている。
１２ 「岡山県都窪郡山手村々是」と「玉川村々是調査」（岡山県川上郡農会，１９０４年）は，１９０３年大阪市で開催された第
５回内国博覧会に出品された岡山県内１７村のうちの２つである。今後の発見がまたれるので，他の１５について記してお
く。御津郡建部村，赤磐郡潟瀬村，和気郡本庄村，児島郡八浜村，浅口郡占見村，小田郡吉田村，吉備郡浅尾村，上房
郡上竹荘村，阿哲郡新砥村，真庭郡月田村，苫田郡加茂西村，勝田郡飯岡村，英田郡大野村，久米郡大井西村，英田郡
福岡村である。但し，英田郡福岡村は英田郡には存在しない村であり，不明。森元辰昭『山手村史』（共著，２００３，２００４
年，史料編に全文，本編に「山手村是の策定」がある）参照。
１３ 内閣統計局『大正九年国勢調査報告』府縣の部第三十二巻岡山縣（東京統計協会，１９２６年）p．１４８－１５１
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たった調査が行われた。例えば，農業ノ部第１章の農業組織をみると，米麦の普通農業を基本とし，
以下普通農業に特用農業・養蚕・蔬菜・果樹・林業・以上の２つ以上の組合せについて調査をおこ
なった。その結果の一部は，表１に示した通りである。これを基本として，以下郡市別農業組織別一
戸平均従業員数，耕作反別が示されている。また，表２のように，耕作反別と小作反別，その郡市
別，自小作別と小作反別，さらには先の農業組織と自小作別戸数などが詳細に分析され，それぞれの
項ごとに判定が，章ごとに総判定が付されている。
これらの統計を駆使して南智氏は東北日本にみられる水稲単作，米の単一生産地域と違って，岡山
県は複合商品生産の比率が高く，「穀作から商業的農産物への転移が商品生産化の軸となっており，
この商業的農産物の導入が，穀作と結びついて複合した形態をとったといえる」とし，これら複合商
品生産は「副業的性格をもつものであった」と結論づけている（１４）。また，高田正規氏は，大正中期に
おける産業の地域的配置と商品流通を考察する史料として産業基本調査を使用，南部平坦地域Ⅰ・
Ⅱ・Ⅲと備北３郡，作州５郡（備北と作州を合わせ８郡も）に区分して農家率，本業率，１戸当り農
業者数，小作地率などを集計し，あわせて工業生産額の地域的構成を考察することによって当該地域
の産業構成の特徴を明らかにしている（１５）。しかし，両者ともに副業については言及することがなかっ
た。
このように，従来の「県統計書」などでは実施されなかった多くの統計調査をおこなっており，１９２０
年度という単年度統計ではあるが，きわめて貴重な統計となっている。
ただ，後にみるごとく，労働日などの統計が欠落しており，それぞれの職業で果たして現状以上の
副業が可能であるか否かの判断が付きにくい弱点がある。これらは別の調査に依らなければ解明でき
ないのである。産業の現状を調査し，それぞれの地域が有する課題を明らかにし，最終的には農家所
得の向上を目指した施策立案，つまり「是」の策定資料となるが，杉村滉一氏が指摘する「生産物重
視」の視点からの脱却はなされていないといえる。
３．農作業と休日について
  「田地一反歩収支計算書」にみる農作業
農家の収入を増やすため副業が奨励されたが，ここで米麦の二毛作田にかかる農作業について確認
しておくことにする。古くは，享保２年（１７１７）に土屋又三郎が『農業図絵』（１６）を著し，「金澤図 正
月 田方 二日より田畠育取」から１２月の「来年之米俵，縄，馬の沓，莚織」までを図示している。
これには畑の耕作も含まれるが，以後およそ２００年たった大正期でも，正条植などの耕作方法を除く
とその殆どが同じ農作業であった。
ここでは，日農邑久上道連合会が，全国にさきがけて闘った「小作料永久三割減闘争」の理論的根
拠として作成した「田地一反歩収支計算書」（１７）及びこれを下敷きに作成された「周匝小作組合田地一
１４ 南智『瀬戸内農村の変容』（大明堂，１９９７年）
１５ 高田正規『商品生産的農業の発展と地主制』（福武書店，１９９０年）
１６ 土屋又三郎『農業図会』（社団法人農山漁村文化協会，１９８３年）
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表１ 地域別農業組織（本業者）
単位：戸
普通農業 普＋特用 普＋養蚕 普＋蔬菜 普＋果樹 普＋林業 普＋２以上 合計
岡山 ５２４ ２２６ － １５１ ２６ － １０ ９５３
御津 ３，０３５ ２，４６６ ５００ １５８ ７３４ ２９０ ９０１ ８，１２１
赤磐 ３，２９２ ４４１ １，８０２ ７３ ８８１ ８０ ７６７ ７，３９９
和気 ３，００５ ３７７ ５７９ １２３ ６５ ８１ ６３８ ４，９２２
邑久 １，６９２ ５７８ ２５２ １，５１１ １５８ ９ ２，１０３ ６，３２３
上道 ３，０５５ ３５７ １５４ ７０３ ９５４ ２０ ３４９ ５，６４６
児島 ６，６３２ ６８５ ４５ ３１９ ３５３ １６７ ３７６ ８，６２３
都窪 ２，４４１ ３，８７１ １４ ２６６ ８８ １３４ ７６７ ７，６３９
浅口 ５，６６２ ３，８７４ １０４ ３１４ ４４０ ４ １，１４２ １１，５４８
小田 ３，６４９ ３，７９６ １，２２１ ９５ ３４８ － １，９４４ １１，０８７
後月 １，２８４ １，６４７ ６５６ ５６ ２５ ２ １，３０６ ５，０００
吉備 ５，０５６ ３，０００ ３０２ ５４６ ８１ ４９ ８９８ ９，９５８
上房 ９１３ １，９４０ ４２４ ２０ ６ １２４ ２，０４５ ５，５１３
川上 ７２６ ３，２８８ ７１ １ － ６３ ２，４６４ ６，６２１
阿哲 ２，０６６ １，４２９ ３９３ １３ １ ６６７ ２，２０６ ６，７９７
真庭 ２，２８９ １，４０１ １，３３４ １９ １１ ２３３ ２，６６３ ８，０８５
苫田 ３，３４１ ２５５ １，３６１ ３２２ ４ ３７０ １，５０５ ７，２５９
勝田 ２，６２８ ４２ ３，８２８ １ ８ ６６ ４２８ ７，０８６
英田 ２，１６０ １０１ ２，３１７ ８ － １０１ ７２９ ５，５８０
久米 ３，１８５ １，２５２ １，２１９ ７７ ３１ ３２７ ８７７ ７，０６４
合計 ５６，６３５ ２１，０２６ １６，５７６ ４，７７６ ４，２１４ ２，７８７ ２４，１１８ １４１，２２４
注）合計にはその他を含む。資料は『岡山県産業基本調査書（現況ノ部）』による。以下，表３を除き表は全て同資料に
よる。
表２ 耕作反別と小作反別の戸数
単位：反
耕作反別
小作反別
～３ ３～５ ５～７ ７～１０ １０～１５ １５～２０ ２０～３０ ３０～５０ ５０～
計
（戸）
～１ ９，０４７ ２，４８３ １，９１４ ２，０５４ １，４０７ ２７１ ４９ ４ － １７，２２９
１～３ １５，１０７ ６，５００ ４，８９４ ４，７８０ ３，２６７ ６５２ １３２ １３ － ３５，３４５
３～５ １１，５８７ ５，６０９ ４，７３３ ３，２２８ ６３１ １２３ ８ １ ２５，９２０
５～７ ９，１５４ ５，１６１ ３，０５１ ５８６ １２４ ６ １ １８，０８３
７～１０ ９，１６５ ４，４６８ ８６０ １５０ ６ － １４，６４９
１０～１５ ７，０６６ １，４２３ ２６１ １０ １ ８，７６１
１５～２０ １，４８０ ２９７ ９ １ １，７８７
２０～３０ ４０９ ２７ － ４３６
３０～５０ ４７ ３ ５０
５０～ － ２８ ２８
計 ２４，１５４ ２０，５７０ ２１，５７１ ２５，８９３ ２２，４８７ ５，９０３ １，５４５ １３０ ３５ １２２，２８８
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反歩収支計算（平均率）」（１８）に記された労賃部分に関する記載から，１９２２年当時の農作業を点検し，合
わせて年間の労働日について検討したい。
「苗代ノ部」は，通水の良い田地を選び，畦草と草採りから始める。前年の稲株が残っている（つ
まり裏作の麦を植えていない）田地を使うので株切りを行い，この株を田の外に捨てる。次いで第１
回の犂耕（牛馬に犁＝犂を曳かせ，土を大きくくらがえす。牛馬がいない農家は，牛馬を借りるか耕
作を依頼し賃銭を支払う）とその土の小切りや馬鍬で細かく粉砕する。さらに２度目の犂耕，小切
り・馬鍬掻き，引き均しを行い，肥料を与える。その後水を入れ，苗床を整備する。さらに漏水を防
ぐため畦塗りを行う。これは，先ず畦を鍬で切り，モグラや蛇の穴があればこれを田の土で塞ぐ必要
がある。畦塗りには鋤簾や鍬を使い荒塗りをし，よく敲いたのち本塗りを行って塗り固める。農作業
のなかでも重労働の部類に入る。
いよいよ籾播きであるが，籾は塩水選で水に沈んだ重い籾を選び，これを苗床に播く。籾播後は水
を切らさないように注意し，小鳥や蛙が食べないように見張る。害虫の卵や草が生えればこれを除去
する。
「本田ノ部」では，６月時分の移植（田植え＝挿秧）に合わせて田ごしらえを行う。麦を植えてい
る場合には，麦刈後の作業となる。田ごしらえは，苗代田と相違ない。畦草の刈り取りから始まり，
麦の株切り，荒田起し（犂耕）を行い金肥などを施す。馬鍬で土を細かく砕き平らにする。水を入れ
てから畦塗りを行うが，畦の上の部分も土をよく塗り，大豆を植付けるほどの広さとする。苗代田か
ら苗取りを行い，これを本田に運んで田植えの準備を行う。
田植えは縦縄と横縄を使って正常植を行う。草取り作業を円滑に行うため，明治２０年代後半から漸
次普及した植え方である。田植が終ると，畦に大豆を植える。夏の高温時，草取り作業および雁爪に
よる中耕，さらには稗抜き，害虫駆除などの作業が待つ。畦草刈りや水の管理が欠かせない。
秋になると，稲刈りが始まる。刈った稲を束にし，４～５日稲架に掛けて乾燥させる。穂先の落ち
たチリを拾っておく。乾燥を見計らって荷車で家に持ち帰り，土間やこなし納屋で足踏回転脱穀機を
用いて脱穀をする。回転脱穀機が普及していない地域では従来通りの千歯を用いての脱穀となる。脱
穀の終った籾は，唐箕で選別する。秕米（しいな米，玄米の入っていない籾）は飛ばし，良い籾だけ
を集める。稲束は積んで保管しておき，莚，菰，俵などに使うほか，牛馬の飼育にも使用する。籾
は，莚で天日乾燥し土臼で籾摺りを行い，玄米とする。小作人の場合は，これを俵にしつらえて地主
へ納入することになる。
以上が米作で，これ以後は裏作の麦植に取りかかる。刈った稲の株が残っているので，これの株切
りを行い，堆肥などの振肥えをし，牛馬での荒起こしを行う。大きくくらがえった土塊を細かく砕
１７ 江田三郎『全農岡山闘争史』（土井書店，１９３６年），栗原百寿『岡山県農民運動の史的分析』（ガリ版刷，財団法人農
民教育協会，１９５３年）。森元辰昭「小作料永久三割減闘争の背景をめぐって」（坂本忠次編著『地域史における自治と分
権』（大学教育出版，１９９９年）。なお，同書で「田地一反歩収支計算書」の系譜を考察した箇所で，横山源之助『日本之
下層社会』に掲載した福井県の史料について，「村是」の史料ではないかと推測したが，その後の調査で「福井県農事
調査書」であることが判明した。訂正したい。
１８ 森元辰昭前掲『近代日本における地主・農民経営』に収録，なお『吉井町史』第三巻 資料編下（吉井町史編纂委員
会，１９９３年）にも収録してある。
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き，種床を作る（間切り）。これに麦を蒔き，肥料を与える。芽が出ると中耕や水肥料を与える作業
に取りかかる。冬の間はこの程度の作業であるが，春になると草取りや施肥，中耕などを行い，麦踏
み・培土鍬で土をかける。６月～７月に麦刈りを行い，稲と同じく乾燥させて家に持ち帰り，足踏回
転脱穀機や麦摺機，または麦たたきや千歯で脱穀する。この後，唐箕でノギなどを飛ばして麦の実の
みを集める。
以上が米麦二毛作田における作業の概略である。これに付随する作業が数多く存在する。例えば，
稲束や麦を束ねるための縄，莚・菰・俵編み，稲架の足や横に掛ける竹などの準備，諸荷物を背負う
ための籠作り，牛馬を飼っている場合には，屎尿処理や厩肥つくり，毎日の飼料作り，畦草や夏草を
刈り取り牛馬に食べさせたり，堆肥つくりなどに利用することなどである。
さらに，自家用野菜栽培などの畑作が加わる。これには人糞尿の利用も欠かせない。
こうして年中通して農作業に従事するわけであるが，１年のうち何日間の労働に従事するかについ
ては，実証がむずかしい。上記の一反歩収支計算書では，かかる労働を賃銭で表わしているので，日
数については推測する以外にない。日当７０銭（１９）として，「苗代ノ部」の労賃部分５．１７円から算出する
と，７．４日，「本田ノ部」５８．６円は８３．７日，麦（邑久・上道連合会には記載がないので，周匝の場合で
算出）は１９．１円，２７．３日となる。米麦で１１８．４９日である。約１２０日と考えてよい。大正１３年全国平均
１日当労働報酬は１．１１２円（２０）であったから，これで算出すると，苗代ノ部は４．６日，本田ノ部は５２．７
日，麦１７．２日で，米麦合計７４．５日となる。
時期がやや下がるが，２０年前の「山手村是」では，上記のような細かな農作業についての項目は無
いが，労働日数に関係する項目を掲げると以下のようになる。
「米作一反歩収支比較表」，苗代拵蒔付及苗採 １人，本田整理耕鋤 ３人，挿秧 １人，除草＝
１番１．２人，２番１人，３番９分，４番７分，５番７分，莠功（ユウコウ－稗抜き作業）５分，小計
５人，施肥 １人，収納＝刈取 １人，稲扱 ２人，乾燥 １人，臼引 ２人，小計６人，合計１６
人，麦は合計１３．９人であった。玉川村では，同じく「米作一反歩収支比較表」によれば，米作人夫４０
人，麦作３５人となっている。また，西高月村是では米が労賃３．４７５円（１人３０銭）であったので，約
１１．６人，麦は整地播種８人，施肥２人，中耕４人，収納４人の計１８人，５．４円であった。米麦合計
２９．６人であった。人歩というのは，大人が朝から夕方までの１日の労働を１人歩とするもので，時間
が決まっているわけではなく，かなり大雑把な使い方である。山手村の場合はかなり少ない労働人歩
である。
  農家経済調査（サンプル調査）にみる農家労働日数
農林省が１９２０年（大正１０）から実施した農家経済調査は，全国１００戸（自作農３２戸，自小作農３３
戸，小作農３５戸）から実施し，漸次拡大された。岡山県農会で指定を受けたのは１９２４年（大正１３年）
で，上道郡操陽村（自小作農家，表３の１番農家），苫田郡芳野村（地主兼自小作農家，２番農家）
の２戸であった（全国では自作農６７戸，自小作農６８戸，小作農４９戸，合計１８４戸）。そこで岡山県農会
１９ 前掲栗原百寿『岡山県農民運動の史的分析』p．７２
２０ 岡山県農会『農家経済調査書』（岡山県農会，１９２９年）p．４４による。
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では，各郡１戸を選び調査を開始したが，記帳できない農家が続出したため，結局５戸の農家調査と
なった。また，農林省調査とは別に，県農会独自に調査した農家が３戸ある（２１）。これら合計１０戸の農
家経営調査のうち，その家族労働日数（稲・麦・その他耕種を含む）をまとめたのが表３である。農
家番号３は岡山市島田（自作兼地主），４番御津郡横井村（自作農家），５番赤磐郡瀬戸町（自作兼小
作農家），６番川上郡成羽町（自作兼小作農家），７番勝田郡勝間田町（自作農家），８番邑久郡行幸
村（中経営，自小作農家），９番上道郡操陽村（小経営，自小作農），１０番苫田郡香々美南村（小経
営，自小作農）である。地域的には，１番と９番は共通の県南の村，２番・７番・１０番がほぼ同じ県
北地域，３番と４番も県南同一地域と考えて差支えない。５番と８番は県南東部地域であり，６番が
県西部高梁地域である。反当家族労働をみると６番の７１．８日が最多で，７番・８番が最小，殆どは４０
日強となっている。２番と１０番の県北の村は，それぞれ４２．２日・４６．４日となっているが，前者は，主
人・妻・父・母の４人労働で，長女以下は学生である。農業経営費中に労賃支払い部分１０９．２８円を計
上していて，家族労働だけでは農作業ができない。後者は，主人・妻・母の３人労働で，雇入日数が
７３．８日とあり，これを含めた反当労働日は５２．６日となる。農業機械はなく，全て自給の畜力で農作業
をこなしている。６番成羽町の農家は，７１．８日と反当労働日数が最多であるが，通学中の長女を除い
て５人が労働可能で，労賃支払いが２２．０円と多くはなく，おそらく足踏回転脱穀機などを使用してい
ないものと推測される。勝間田町の７番農家は，病気療養中の弟，東京在住の長男，遊学中の二男と
２人の小学生で，結局家族労働は夫婦２人であったから，労賃支払い２５８．７１円にみられるごとく雇用
労働に支えられての農業経営であった。８番邑久郡行幸村の農家は，６人家族であるが，１６歳の長女
は４分，１２歳の長男は３分，妻・父・母はそれぞれ７分５厘と計算され，結局，家族労働人は約４人
となる。稲の収穫期である１１月に１６．４日，１２月１０．８日，麦で６．４日，その他０．６日合計３４．２日の雇用労
働を計上，これらを含めた反当労働日数は２１．８日となる。ただし，この農家は稲４８．３時間，麦５．８時
間農業機械を使用しており，労賃も８９．８９円支払っている。県南にあって，農業機械の普及を伺わせ
る農家経営である。１番と９番は同じ上道郡操陽村であるが，１番弟が中学生，９番妹 が小学生で
いずれも５人の家族労働で似通った家族構成である。９番農家は，１３日の雇用労働と稲の収穫時５８．８
時間，農業機械による作業を雇用している。
以上，農林省及び岡山県農会のサンプル調査から反当の労働時間を検討してきた。これだけをもっ
て農業労働の実態を明らかにすることはできないが，それでも農業機械（足踏回転脱穀機）の普及の
差異が県北と県南の差となっていること，反当労働時間はおよそ４５日程度，したがって１９２４年（大正
１３）当時の岡山県平均耕作反別（２２）０．５２９町では年間約２３８日となる。先にも述べたように，これに付随
する作業が多々あり，また天候に左右されやすい農作業は，この平均日数以上にかかったといえよ
う。
この残りの日数から，さらに冠婚葬祭や村の共同作業（灌漑用水路の補修，入会山の管理など）な
どを差し引いた日数が，農閑余業＝副業に従事できる日数ということになる。
  休日について
２１ 岡山県農会『農家経営調査成績書』（岡山県農会，１９２８年）
２２ 大正十三年『岡山県統計年報』によれば，稲の作付面積８５，６９９．７町歩，農家戸数１６２，１５６戸であった。
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「山手村是」には「一ヶ年休業及其賄」の項目があり，一日休業，午前十時から休業，午後から休
業の三種類に分かれていた。休日回数は延べ３０回にのぼるが，１日が５回，十時からが１２回，午後か
らが１３回となっており，年間休日は２０．５日となる。これは「神奈川県綾瀬村」の回数８８回，延日数８１
日（２３）に比べるときわめて少ない休日となっている。もちろん冠婚葬祭や村の共同作業などに費やす日
数が含まれないので，これ以上の休日になることは間違いない。
「玉川村是」では，以下の通りである（算用数字に改めた）。
１月１日，２月１１日，１１月３日の三大節 「毎戸軒頭ニ国旗ヲ掲ケ祝意ヲ表シ終日休業」（陰暦で
記載）
正月ノ休日 元旦，２日，３日（年頭祝），５日（五ケ日），７日（七種節句），１１日（大鍬初メ），１５
日（年徳），２０日（ツヽボ正月）
二月ノ休日 １日（送リ正月），１５日（涅槃会），社日
三月ノ休日 ３日（桃ノ節句）
四月ノ休日 ８日（釈迦如来ノ誕生日），２１日（弘法大師ノ縁日）
五月ノ休日 ５日（端午ノ節句），仕付休ミ（田植終了ノトキヲ云フ）
六月ノ休日 １日（大字玉夏祭），１５日（大字下切夏祭），土用ノ入
七月ノ休日 ７日（七夕節句），１４日１５日（盂蘭盆会），１６日（餓鬼ノ首）
八月ノ休日 １日（八朔入滅），社日
九月ノ休日 ９日（重陽節句），２１日２８日（大字増原秋祭），２９日（大字玉，下切秋祭）
十一月ノ休日 １日（稲荷祭）
これでみると年間２９日であり，山手村と大した相違はない。ただし，山手村のごとく３種類の休日
に分けていないので，すべて１日の休日としての結果である。したがって，例えば玉川村が三大節と
している１月１日は午前十時から，２月１１日の紀元節は午後半日休業，１１月３日天長節は午後半日休
業のように山手村では細かな記載となっている。
４．農家副業について
明治３０年代の「村是」時代には，副業と余業は同じ意味で使用されており，また，兼業統計も同様
に副業または余業が混在していた。項目のタイトルは「副業」となっているが，同じ村是でも他では
余業になっていたりするのである。例えば，玉川村では以下のようである。
生産項目の「其七 副業」には繭・屑繭・白木綿・縞木綿・紡糸・機織・衣類洗濯及仕立・藁莚・
薦・錦莚織・麦稈真田紐組・草履・縄・野獣捕獲・野禽捕獲があり，価額の上位は，１位麦稈真田組
紐，２位草履，３位縞木綿，４位繭となっている。
ところが，「第十六章 風俗習慣教育衛生其他諸般ノ事実」の第八節は「農家余業ノ種類」とし
て，以下の記載となっている。
２３ 前掲斎藤修『賃金と労働と生活水準』p．１４５ 表５－１神奈川県綾瀬村の休日，１９０２年
５１７近代岡山県地域の農家副業について
－１３５－
「本村農家ノ余業ハ男子ニシテ壮健ナル者ハ山林ノ伐採ヲ為シ薪（割木トモ云フ）炭ヲ製造セリ其
季節ハ秋麦蒔ヲ終リ翌年春樹木発芽スル迄十人廿人若クハ三十人一団トナリ山林ノ能ク成木シタルモ
ノヲ買受ケ是ヲ伐採シ薪炭ニ製シ搬出シテ仲買人ニ販売ス其就業ハ毎日午前六時ヨリスルモノト午前
十時ヨリスルモノトアリ何レモ日没マテ従事ス午前六時ヨリスルモノ一日金弐拾五銭以上午前十時ヨ
リスルモノ一日金十八銭以上ヲ得ルト雖モ薪炭ノ価額高低ニ依リ一定セス又伐賃ト称スルモノアリ山
林所持者カ割木ニ製造セシメ販売セントスルトキハ百才（一才ハ周囲七寸位ノ木ヲ長サ一尺七寸ニ切
リ二ツニ割リタルモノヲ云フ）ニ対シ四銭ヨリ五銭ヲ約シテ伐採ニ従事ス」「松炭一俵ヲ製スルニ六
銭五厘ノ賃銭ヲ要ス石（ママ）薪炭ハ高梁川ニ頼リ玉島附近及讃岐丸亀附近ニ輸出販売ス」「此余業
ニテ毎年一人ノ収得十円以上三十円以下トス貧困ナル者ハ是ヲ以テ一年ノ生計ヲ助クト云フ
男子ニシテ身体ノ虚弱ナル者ハ稲藁ニテ莚薦縄草履ヲ製シテ高梁町及其附近ヘ販売ス
女子ハ近来麦稈真田紐ヲ組ミ一日五銭以上拾五銭以下ノ金ヲ収得ス尤モ村内ニハ製造家ナキヲ以テ
表３ 農業経営と家族労働
農家番号 家族構成 農業経営面積（反） 家族労働日 反当労働日
１
主人（３０） 妻（２５） 父（５１）
母（４９） 祖母（６８） 弟（１７）
田１６．５０２（１．２００）
畑１．２０２（０．７００）
７５５．６ ４３．４５
２
主人（４０） 妻（３７） 父（７３）
母（６４） 長女（１７） 長男（１１）
二男（８） 二女（６） 三女（３）
田１２．８０９（５．５２９）
畑３．１２０（２．１０６） ６７５．８ ４２．２
３
主人（４７） 妻（４６） 母（６６）
長男（２６） 長女（１６） 二男（１６）
三男（１４） 妹（３６）
田１４．１０８（－）
畑０．７０８（－） ６２９．３ ４２．２
４
主人（３５） 妻（２７） 父（６４）
母（５６） 長女（９） 二女（６）
三女（３） 四女（１）
田５．９００（－）
畑５．３００（－） ４９９．２ ４４．６
５
主人（２６） 妻（２３） 父（５１）
母（４５） 弟（１６） 長男（２）
田１２．４１９（１．２２７）
畑２．０００（０．８００）
６０５．５ ４１．８
６
主人（４７） 妻（４２） 父（７３）
母（７２） 長男（２１） 長女（１１）
田４．８００（４．８００）
畑５．８１１（０．５００）
７６０．６ ７１．８
７
主人（５０） 妻（４６） 弟（４１）
長男（２３） 二男（２１） 三男（１２）
預り子（９）
田１２．５２０（－）
畑２．５１８（－） ３８１．５ ２５．３
８
主人（４０） 妻（３７） 父（６５）
母（６２） 長女（１６） 長男（１２）
田２５．５００（１２．０００）
畑 －（０．９００）
５２１．３ ２０．４
９
主人（２７） 妻（２３） 父（６０）
母（５５） 妹（１９） 妹（１１）
祖母（６９）
田１７．６２４（６．８１７）
畑０．０２４（０．０１５） ７８６．０ ４４．２
１０
主人（２４） 妻（２３） 母（４４） 田１１．８２６（２．５１５）
畑 －
５５２．３ ４６．４
注）１．農家番号１～７は岡山県農会『農家経済調査書』（１９２９年）による。
２．農家番号８～１０は岡山県農会『農業経営調査成績書』（１９２８年）による。
３．家族構成（ ）は年齢，経営面積の（ ）は借入地を示す。
４．家族労働日は記帳した年間労働時間を当該地域の普通労働時間で除した数値
５．反当労働日は家族労働日を田畑合計面積で除して算出した。
５１８ 森 元 辰 昭
－１３６－
高梁成羽両町及隣村ノ製造家ヨリ送り来ルモノナリ又女子ハ一時錦莚ヲ織リタルコトアリシモ幾ハク
モナク是ニ従事スルモノナキニ至レリ
女子ハ又紡績ニ従事ス尤モ売品ニアラス一家需要ノ衣類ヲ製スルニ止マル」（p．１３８）
男子の生産する薪や炭は，生産の項目の林産物にも記載され，薪炭で林産物価額の５０％を占めるほ
ど重要であった。
山手村で副業項目に記載されているものは，花莚茣蓙・着茣蓙・畳表・草履草靴・白木綿・豆腐熊
手である。総価額９，１８１．２８０円のうち，花莚茣蓙が７，６１８．５円と８３％を占めている。そして将来ノ部
（いわゆる是）では，「第十五，余業奨励ノコト」として「花莚，畳表，茣蓙，麦稈真田等ノ製造ヲ
奨励シ生産高ヲ一層増加セシムルコト」としているのである。
西高月村では，副業項目には繭・縄・莚・白木綿織賃・草履・草鞋・錦莚織賃・製俵・紫雲英・其
他があり，最大が繭，次いで草履，錦莚織賃，白木綿織賃などとなっている。しかし，「将来ノ部」
には全く記載がみられない。なお，養蚕や繭の製造は，副業とみられ，農業から独立した項目となっ
ていないことに留意しておきたい。
さて，産業基本調査ではどのような結果を得ているであろうか。表４は，副業の種類及其営業状態
を示している。これによれば，従業戸数で最も多いのは麦稈真田で全体の４５．３％を占め，次いで藁工
品２０．１％，林産製品１４．１％，藺製品１２．８％である。価額では麦稈真田３０．５％が最多で，藺製品
２６．７％，林産製品２４．９％，藁工品１０．６％とつづく。
副業製品上位３種について，やや細かくみると表５のようになる。麦稈真田は，ほぼ全部が麦稈真
田組紐である。藺製品では，畳表製造が従業戸数の８５％，価額の８０％を占め，次いで花莚，藺縄製
造，編笠製造，茣蓙の順であるが，男女別の従業人数をみると全体の８９％は女性であるが，花莚製造
には男性が約３割従事している。林産製品では，木炭製造とそのための炭俵の生産が従業戸数の約６
割，価額の７割弱を占める。製紙，紙幣の原料となる三椏皮剥や楮の皮剥も約３割である。
次に表６によって副業収入の工賃について検討しよう。問屋制家内工業と考えられるこれらの賃仕
事は，従業戸数で藺製品が約４０％を占め，次いで麦稈真田約１５％，林産製品１１％などとなっている。
価額では藺製品４０％，林産製品１７％，履物類１２％で，麦稈真田の工賃は比較的安い。注目すべきは，
この時代になっても織物業で問屋制家内工業（賃織，出機）が９６２戸存在することである（２４）。機賃
織・腿帯子賃製造・木綿賃製造などであり，児島の機業地に多く残存した。それぞれの賃仕事につい
ては表の欄外を参照されたい。
これらの副業は，地域差をともなう（表７）。県南瀬戸内地域には，花莚業やその原料である藺草
の栽培が盛んであり（２５），一定の工場制工業の展開をみせている。畳表に関しては，縦糸の原料である
荒苧の生産が僅少で，「栃木県ヨリ年々約十万貫ノ移入ヲ見ツヽアリ」とその課題を指摘している。
２４ 児島の織物業に関しては，多和和彦『児島産業史の研究』（「児島の歴史」刊行会，１９５９年），神立春樹「児島産業地
域の形成」（岡山大学産業経営研究会『研究報告書 第１６集』１９８５年），のち『産業革命期における地域編成』（御茶の
水書房，１９８７年）に収録を参照のこと。
２５ 神立春樹『近代藺莚業の展開』（御茶の水書房，２０００年），『早島の歴史２通史編（下）』（１９９８年）・『早島の歴史４
藺業編』（２０００年）に詳しく展開されている。
５１９近代岡山県地域の農家副業について
－１３７－
児島地方の織物業も明治４０年代以降，工場制に転換する企業が続出した。また，備中浅口郡や小田
郡などでは裸麦を原料とした麦稈真田紐や経木真田の生産が盛んで，一時は花莚と並んで輸出製品と
なり，これらを扱う貿易商人で成功する者も現れた（２６）。この時期の生産量はすでに香川県に抜かれて
全国第２位になっているが，それでも香川県からの出稼ぎ者を使用して製造する家もあった。木炭製
２６ 筆者は『鴨方町史』（鴨方町，１９９０年）に「麦稈真田業の成立」「製麺業の発達」「深田箒の生産」を執筆し鴨方町の
代表的副業生産について，また，『金光町史』（金光町，２００３年）にも麦稈真田業・素麺業について明らかにしている。
成功した人物に関しては，『浅口郡現代人物誌』（浅口郡現代人物誌編纂会，１９２５年）を参照。
表４ 副業ノ種類及其営業状態
従業戸数 従業人数 価額
副業ノ種類 戸数 割合 男 割合 女 割合 計 割合 価 額 割合
藁工品 １２，９５９ ２０．１ ５，４７２ １５．２ １１，９５３ １５．１ １７，４２５ １５．１ ５９２，２４０ １０．６
藺製品 ８，３０１ １２．８ １，１３６ ３．２ ９，３２５ １１．８ １０，４６１ ９．１ １，４９６，０４７ ２６．７
麦稈製品 ２９，２５７ ４５．３ １３，５０３ ３７．５ ４２，６９８ ５４．１ ５６，２０１ ４８．９ １，７０４，２０５ ３０．５
竹及竹皮製品 ６１０ ０．９ ５９８ １．７ ２５３ ０．３ ８５１ ０．７ ６６，８３１ １．２
果物 ４４６ ０．７ ５４７ １．５ ７０１ ０．９ １，２４８ １．１ ８，０２６ ６．１
経木製品 ３４ ０．１ ９ ０．０ ５４ ０．１ ６３ ０．１ １，６９３ ０．０
葮製品 ２５ ０．０ ２９ ０．１ ２７ ０．０ ５６ ０．０ ２，３６１ ０．０
特殊農作物 ４５４ ０．７ ５６１ １．６ ４９５ ０．６ １，０５６ ０．９ ２９，１０２ ０．５
林産製品 ９，０９６ １４．１ １３，４９５ ３７．４ ９，６７４ １２．２ ２３，１６９ ２０．１ １，３９２，０１１ ２４．９
履物類 ２，９００ ４．５ ４１１ １．１ ３，３０９ ４．２ ３，７２０ ３．２ １８９，１９１ ３．４
織物類 ３２ ０．０ ２５ ０．１ ２８ ０．０ ５３ ０．０ ４８，４２０ ０．９
レース編物類 ２０ ０．０ ４ ０．０ ３３ ０．０ ３７ ０．０ １，７８１ ０．０
紙類 １００ ０．２ ９７ ０．３ １０１ ０．１ １９８ ０．２ ３１，８３３ ０．６
其他製品 ３７３ ０．６ １６４ ０．５ ３２４ ０．４ ４８８ ０．４ ３２，５０８ ０．６
合計 ６４，６０７ １００．０ ３６，０５１ １００．０ ７８，９７５ １００．０ １１５，０２６ １００．０ ５，５９６，２５１ １００．０
藁工品 縄製造，蓆製造，藁摘，叺製造，野草莚製造，箒製造，草鞋作，荷菰製造，菰編，藁細工，蚕菰作，
畚編，ダツ製造，苫作，組マズ蓆製造，蓑作，牛沓作，俵編，紡績蓆製造（以上１９）
藺製品 畳表製造，花莚製造，藺縄製造，藺枕製造，茣蓙製造，編笠製造，姫糸撚（以上７）
麦稈製品 麦稈真田製造，瓶苞製造（以上２）
竹及竹皮製品 竹細工，籠製造，箕作，竹箒製造，竹皮笠作，筆軸製造，削串製造（以上７）
果物 串柿製造，吊柿製造，白梅製造（以上３）
経木製品 経木真田製造（以上１）
葮製品 葮簀製造（以上１）
特殊農作物 製茶，麦稈採取，堅苧製造（以上３）
林産製品 木炭製造，三椏皮剥，楮皮剥，炭俵編，マキバタ製造，棕梠皮細工，管製造，晒葛製造（以上８）
履物類 麻裏表製造，草履作，麻裏草履，下駄製造，下駄表製造（以上５）
織物類 織物，ハバキ編（以上２）
レース編・紙類 レース編・紙製造（以上 各１）
其他製品 雨傘製造，畳糸作，貝杓子，蚕網作，提灯製造，炭団製造，網糸撚，網編，付木製造，鉱山用薦製造
（以上１０）
５２０ 森 元 辰 昭
－１３８－
造は，岡山県域に広く行われたが，その中心は，山間部を多く抱える県北諸郡が担っていた。箕など
の農用のものや扇子の骨，台所用品など日用製品として広く用いられた竹細工製品は，特殊な技術を
要するので産地が形成されていた。例えば，真庭郡の月田村などである。
最後に，表８で職業別の副業戸数をみると，農業の無副業戸数は５７％，水産業では７４％，工業
８５％，商業８８％，雑業８２％である。岡山県内務部の「総判定」では，加工的副業生産，工賃収入を含
めた副業収入は６，７２６，９７４円で，生産総価額３１６，１４６，０００円のわずか２％，一戸当り収入では６％に当
るとし，「副業ハ之ヲ時代ノ要求ナリト称スルヲ得ベシ然シテ各業態及家庭ニ於ケル余剰労力ノ利用
ヲ完カラシメ場合ニヨリテハ一種副業ニ止メズ二三種ノ副業ヲ按配シ且縣内生産原料ノ利用ニ遺漏ナ
キヲ期スルニ於テハ縣下全戸数ノ一戸当り百円乃至百五十円ノ収入ヲ得リコトハ至難ニ非ズトス」と
し，各地域において副業の選択，技術の指導，共同施設の利用，同業組合の活動などによって品質の
改良に努めるべきだとしている。
産業基本調査を実施している最中の１９２１年１０月に，岡山県内務部は岡山県副業展覧会を開催した。
会場は岡山県商品陳列所，会期は１０月９日～１３日までの５日間，出品は各郡市に任せるが，１郡当り
表５ 副業ノ種類及其営業状態
副業ノ種類
従業戸数 従 業 人 数 価 額
戸数 割合 男 割合 女 割合 計 割合 価 額 割合
麦稈製品 麦稈真田製造 ２９，２３５ ９９．９ １３，５０３ １００．０ ４２，６７５ １００．０ ５６，１７８ １００．０ １，７０４，１２５ １００．０
瓶苞製造 ２２ ０．１ － ２３ ０．０ ２３ ０．０ ８０ ０．０
小計 ２９，２５７ １００ １３，５０３ １００ ４２，６９８ １００．０ ５６，２０１ １００．０ １，７０４，２０５ １００．０
藺製品 畳表製造 ７，０６８ ８５．１ ７７９ ６８．８ ７，８４８ ８４．２ ８，６２７ ８２．５ １，１９１，８６８ ７９．７
花莚製造 ５７１ ６．９ ２６８ ２３．６ ６７８ ７．３ ９４６ ９．０ ２５５，３９０ １７．１
藺縄製造 １０３ １．２ ２８ ２．５ １１４ １．２ １４２ １．４ １６，７６０ １．１
藺枕製造 ５２ ０．６ ４２ ３．７ ９２ １．０ １３４ １．３ １１，８３８ ０．８
茣蓙製造 １６６ ２．０ ９ ０．８ ２１３ ２．３ ２２２ ２．１ ８，８２４ ０．６
編笠製造 ２５０ ３．０ ９ ０．８ ２８６ ３．１ ２９５ ２．８ ６，３０６ ０．４
姫糸撚 ９１ １．１ １ ０．１ ９４ １．０ ９５ ０．９ ５，０６１ ０．３
小計 ８，３０１ １００．０ １，１３６ １００．０ ９，３２５ １００．０ １０，４６１ １００．０ １，４９６，０４７ １００．０
林産製品 木炭製造 ３，４１０ ３７．５ ４，９７５ ３６．９ ２５２ ２．６ ５，２２７ ２２．６ ９１４，０３１ ６５．７
三椏皮剥 １，０８２ １１．９ ５，１０６ ３７．５ ４，４１０ ４５．６ ９，５１６ ４１．１ ３６８，０６９ ２６．４
楮皮剥 １，５８４ １７．４ ３，０４４ ２２．６ ２，９４９ ３０．５ ５，９９３ ２５．９ ５４，４２１ ３．９
炭俵編 １，９６８ ２１．６ ３１３ ２．３ ２，０２０ ２０．９ ２，３３３ １０．１ ３２，４１４ ２．３
マキバタ製造 １１ ０．１ １３ ０．１ ９ ０．１ ２２ ０．１ ２，８０６ ０．２
棕梠皮細工 １７ ０．２ １５ ０．１ １３ ０．１ ２８ ０．１ １，５０７ ０．１
管製造 １４ ０．２ １８ ０．１ １４ ０．１ ３２ ０．１ ４４５ ０．０
晒葛製造 １０ ０．１ １１ ０．１ ７ ０．１ １８ ０．１ ３１９ ０．０
小計 ９，０９６ １００．０ １３，４９５ １００．０ ９，６７４ １００．０ ２３，１６９ １００．０ １，３９２，０１１ １００．０
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６坪の面積で行うこと，実演コーナーの設置，農商務省副業主任津田武雄の講演会などが決められ
た。
出品は，岡山市３２，御津郡７０，赤磐郡４８，和気郡３６，邑久郡１７，上道郡５４，児島郡７１，都窪郡２７，
浅口郡７６，小田郡７８，後月郡３８，吉備郡５２，上房郡６６，川上郡３９，阿哲郡７，真庭郡４８，苫田郡７８，
勝田郡２６，英田郡１２，久米郡１５，合計８９０点，出品点数の多いものは，藁工品４６種，１８７点，麦稈製品
表６ 種類別生産状況－その２（工賃の部）
従業戸数 従 業 人 数 １ケ年ノ工賃
副業ノ種類 戸数 割合 男 割合 女 割合 計 割合 工賃合計 割合
藁工品 １，００７ ４．８ ３４９ ７．４ １，０２３ ４．７ １，３７２ ５．１ ６６，８３４ ５．９
藺製品 ８，３８２ ３９．７ ４３５ ９．２ ９，３０５ ４２．３ ９，７４０ ３６．５ ４５１，９１２ ４０．０
麦稈製品 ３，１１５ １４．７ ２４５ ５．２ ３，６７３ １６．７ ３，９１８ １４．７ ６３，９１３ ５．７
竹及竹皮製品 ９６ ０．５ ７３ １．５ ３９ ０．２ １１２ ０．４ ７，８２９ ０．７
葮製品 １１ ０．１ ８ ０．２ ８ ０．０ １６ ０．１ ６５５ ０．１
経木製品 ８５８ ４．１ ２０ ０．４ ９６６ ４．４ ９８６ ３．７ １２，２８６ １．１
果物 １３ ０．１ ５ ０．１ １５ ０．１ ２０ ０．１ ６２ ０．０
特殊農作物 ２５３ １．２ １４８ ３．１ ３１６ １．４ ４６４ １．７ ６，９９７ ０．６
林産製品 ２，３００ １０．９ ２，５２０ ５３．５ １，０６３ ４．８ ３，５８３ １３．４ １９６，８７５ １７．４
履物類 １，６５８ ７．８ ２２７ ４．８ １，８７１ ８．５ ２，０９８ ７．９ １３５，２３０ １２．０
織物類 ９６２ ４．６ １１１ ２．４ １，０２３ ４．７ １，１３４ ４．２ ６４，０８０ ５．７
レース編物類 １１４ ０．５ ２ ０．０ １２２ ０．６ １２５ ０．５ ４，３５２ ０．４
紙類 ２４ ０．１ － ０．０ ２７ ０．１ ２７ ０．１ １，７２１ ０．２
其他製品 ２，３４２ １１．１ ５７０ １２．１ ２，５２２ １１．５ ３，０９２ １１．６ １１７，９７７ １０．４
合計 ２１，１３５ １００．０ ４，７１３ １００．０ ２１，９７４ １００．０ ２６，６８７ １００．０ １，１３０，７２３ １００．０
藁工品 野草莚賃藁繰，野草莚賃製造，縄賃製造，藁賃細工，菰賃製造，箒賃製造，蓆賃製造，野草莚賃抜
巻，畚賃製造，俵賃製造（以上１０）
藺製品 花莚賃製造，畳表賃製造，姫糸賃撚，円坐賃製造，藺縄賃製造，茣蓙賃製造，編笠賃製造，花莚賃捺
染，藺枕賃製造，茣蓙賃耳付，藺真田賃製造，藺上敷賃製造，藺簾賃製造，着茣蓙賃製造（以上１４）
麦稈製品 帽子賃編，麦稈真田賃製造，麦稈賃摘（以上３）
竹及竹皮製品 竹賃細工，筆軸賃製造（以上２）
葮製品 葮簀賃製造（以上１）
経木製品 経木真田賃製造，唐草賃織，経木織物賃製造（以上３）
果物 吊柿賃製造（以上１）
特殊農作物 荒苧賃製造，蒟蒻荒粉賃製造，賃製茶（以上３）
林産製品 木炭賃製造，三椏皮賃剥，楮皮賃剥，炭俵賃編（以上４）
履物類 足袋賃縫，麻裏賃縫，麻裏表賃製造，下駄表賃製造，草履賃作，下駄賃製造，麻裏草履紐賃製造（以
上７）
織物類 機賃織，腿帯子賃製造，木綿賃織，小倉織賃製造，トクサ織賃製造（以上５）
レース編物類 レース賃編（以上１）
紙類 荷札賃製造，賃紙干（以上２）
其他製品 素麺賃製造，仕立物賃縫，真田紐賃製造，賃素麺把仕事，網賃製造，賃糸繰，苧賃編，棉賃製造，賃
燐寸箱貼，石筆賃製造，籾摺臼賃製造，賃傘貼替，竹刀用賃革細工，洋燈芯賃製造，蚕具製造，帽子
紐賃製造（以上１６）
５２２ 森 元 辰 昭
－１４０－
並干（ママ）係品１１種，１５４点，藺草及其製品２２種，９４点，竹及其皮ト其製品４４種，８１点などであ
る。珍しいものに掛図表２種，２点があった（２７）。
以上，岡山県の産業基本調査の結果から１９２０年（大正９）当時の副業についてみてきた。先にも述
べたごとく，家族労働に関するデータが欠落しているので，県がめざした副業の展開が果たして可能
であったか否かの判断は保留せざるを得ないが，他の資料を加味することで補っていく必要があるこ
とを指摘してこの稿を終える。
〔付記〕下野克已先生には，岡山近代史研究会の運営，例会などでの指導・助言をいただいてい
る。退官に当り記して謝意を表するとともに，今後ともご指導くださいますよう，研究会を代表して
お願いする次第である。
２７ 岡山県内務部『岡山縣副業展覧会報告』（１９２２年）が産業叢書第５６編 副業参考資料（一）として刊行された。
表７ 郡市別副業ノ生産状況
郡市名 生産価額 同割合％ 工 費 合 計 主ナル種類名
岡山 ５９，５３３ ６８．９ ２６，８２６ ８６，３５９ 畳表，麻裏，姫糸，足袋，花莚，燐寸箱，荷札
御津 ４５６，９３５ ８８．０ ６２，２８２ ５１９，２１７ 畳表，木炭，蓆，花莚，炭俵編
赤磐 ７７，６５９ ８４．７ １３，９８５ ９１，６４４ 木炭，縄，蓆，蚕網，帽子編，花莚
和気 １０８，３８１ ６７．２ ５２，８２８ １６１，２０９ 縄，木炭，草履，紙，炭俵，帽子編
邑久 ３８，５６９ ６３．８ ２１，８７９ ６０，４４８ 縄，帽子編，草履，笘
上道 １０３，６１６ ７６．０ ３２，７７７ １３６，３９３ 縄，畳表，麻裏表，下駄表，編笠
児島 ２１９，１９６ ５４．２ １８５，３１０ ４０４，５０６ 叺，麦稈真田，縄，菰，織物，花莚，足袋
都窪 ９５６，２４９ ７８．２ ２６６，０９６ １，２２２，３４５ 畳表，花莚，藺細工，麻裏草履，縄，足袋
浅口 １，１７８，９１３ ９３．６ ８０，８２４ １，２５９，７３７ 麦稈真田，花莚，縄，箒
小田 ５００，８７６ ９３．６ ３３，９６７ ５３４，８４３ 畳表，麦稈真田，縄，竹細工，蓆，草履，麻裏
後月 １１９，１７４ ９３．３ ８，６２１ １２７，７９５ 麦稈真田，縄，畳表，木炭，蓑，紙
吉備 ２９１，８１１ ７０．５ １２２，３０７ ４１４，１１８ 麦稈真田，花莚，畳表，藺枕，竹細工，木炭
上房 ２１，６１１ ５２．７ １９，３７８ ４０，９８９ 木炭，縄，菰，炭俵，唐草織，麦稈帽子編
川上 ３０，３３４ ６９．０ １３，６０４ ４３，９３８ 縄，木炭，経木真田，蓆，叺，菰
阿哲 ２２４，０５３ ８３．２ ４５，２２３ ２６９，２７６ 木炭，炭俵，三椏，串柿，竹細工，製茶
真庭 ３３１，３７８ ９３．８ １２，０６２ ３５３，４４０ 木炭，三椏，楮，炭俵，草履，竹細工，製茶
苫田 ５０３，９４３ ８９．３ ６０，５５１ ５６４，４９３ 木炭，三椏，麻裏，足袋，レース編，草履，楮皮
勝田 ５４，４９５ ８３．１ １１，１０５ ６５，６００ 木炭，草履，草鞋，縄，三椏，菰俵
英田 １４７，７０７ ８１．５ ３２，４４７ １８１，１５４ 木炭，茶，三椏，炭俵，縄
久米 １７１，８１９ ９０．７ １７，６５１ １８９，４７０ 木炭，麻裏，竹細工，縄，炭俵，草履
合計 ５，５９６，２５１ ８３．２ １，１３０，７２３ ６，７２６，９７４
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表８ 職業別副業戸数
種 目 総戸数 無副業戸数
一種副業
戸数
二種副業
戸数
三種以上
副業戸数
小計
副業戸数
％
無副業戸数
％
農 業 １４１，２２４ ７９，９５４ ５２，５８２ ７，６０４ １，０８４ ６１，２７０ ４３ ５７
水産業 ３，５３５ ２，６４６ ８３２ ５６ １ ８８９ ２６ ７４
工 業 １６，８２１ １４，４４４ ２，１３３ ２１５ ２９ ２，３７７ １５ ８５
商 業 ３１，５５６ ２７，９５３ ３，３４０ ２５０ １３ ３，６０３ １２ ８８
雑 業 ５４，１６８ ４４，４８０ ８，７３７ ８３５ １１６ ９，６８８ １８ ８２
合 計 ２４７，３０４ １６９，４７７ ６７，６２４ ８，９６０ １，２４３ ７７，８２７ ３２ ６８
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